
松本 捷
か つ

幸
ゆ き

さん
（両島町会）

かまだびと
キラリ

15

教えた生徒は
　一万人を超えました

　

２
月
12
日
、
松
本
交
通
安
全
協

会
鎌
田
支
部
主
催
・
鎌
田
地
区
公

民
館
共
催
の
「
自
転
車
新
ル
ー
ル
講

座
」
が
午
前
中
と
夜
の
２
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
鎌
田
地
区
公
民
館
大

会
議
室
と
リ
モ
ー
ト
で
繋
が
れ
た
井

川
城
中
区
公
民
館
会
場
に
は
、
あ

わ
せ
て
55
人
も
の
参
加
者
が
あ
り

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

講
師
の
松
本
警
察
署
交
通
安
全

第
二
課
青
木
係
長
の
話
で
は
、
昨

年
度
の
長
野
県
内
の
交
通
事
故
の

状
況
は
、
県
全
体
で
は
発
生
件
数

や
死
亡
者
数
・
負
傷
者
数
は
減
っ
た

も
の
の
、
二
輪
車
事
故
や
横
断
歩

道
上
で
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

松
本
署
管
内
で
は
、
死
亡
事
故
が

増
加
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
松
本
署
管
内
で
の
昨
年
度

の
自
転
車
事
故
は
１
１
２
件
を
数

え
、
１
０
６
人
が
死
傷
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
県
内
所
轄
中
で
最
多
で

し
た
。
年
代
別
に
み
る
と
高
校
生
の

事
故
が
突
出
し
て
い
て
、
30
％
を
占

め
ま
す
。
そ
の
事
故
の
65
％
が
交
差

点
で
発
生
し
、
49
％
が
出
合
い
頭
の

事
故
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
長
野
県
の
着
用
率
は
ま
だ
39
％

程
度
で
、
全
国
第
６
位
の
状
況
で
し

た
。
高
校
生
の
着
用
率
が
向
上
し

て
い
る
一
方
で
、
大
人
に
未
着
用
が

多
い
の
が
課
題
と
の
こ
と
で
す
。
未

着
用
時
の
致
死
率
は
、着
用
時
の
１
・

６
倍
に
の
ぼ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

命
を
守
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
ま
し
ょ
う
！

　
４
月
１
日
か
ら
の
新
ル
ー
ル
で
は
、

走
行
時
の
携
帯
電
話
や
イ
ヤ
ホ
ン
の

使
用
、
一
時
不
停
止
や
無
灯
火
の
ほ

か
、
右
側
通
行
や
並
進
（
横
並
び

走
行
）、
歩
道
通
行
等
々
の
交
通
反

則
に
つ
い
て
、
16
歳
以
上
に
「
青
切

符
」
が
導
入
さ
れ
、
違
反
に
対
し
て

３
千
円
か
ら
１
万
２
千
円
の
反
則
金

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。（
詳
し
く
は
「
広

報
ま
つ
も
と
２
月
号
」）
ま
た
、
重

大
な
違
反
で
あ
る
自
転
車
で
の
飲

酒
運
転
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
運
転

免
許
の
停
止
処
分
を
受
け
る
場
合

も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
乗
れ
ば
車
両
／
降
り
て
押
せ
ば

歩
行
者
」
と
い
う
自
転
車
の
利
用
特

性
を
自
覚
し
た
上
で
、ル
ー
ル
に
則
っ

て
安
全
に
活
用
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

４
月
１
日
か
ら
自
転
車
に
新
ル
ー
ル

自
転
車
の
違
反
に

青
切
符（
交
通
反
則
通
告
制
度
）導
入
さ
れ
る

　職業訓練振興功労者として公民館報編集委員、
松本捷幸氏が長野県職業能力開発協会より表彰さ
れました。
　一般社団法人中部労働技能教習センター講師と
して建設機械、フォークリフト、その他数種類の機
械の運転資格取得に必要な学科を19年間担当し
ました。働くみなさんの安全作業について災害事
例を取り入れて分かり易い講習を心がけ、運転資
格取得研修に現在も貢献しています。

　

み
な
さ
ん
お
気
づ
き
で
し
ょ

う
か
？
奈
良
井
川
の
立
木
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

奈
良
井
川
改
良
事
務
所
へ

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
奈
良
井

川
、
田
川
、
女
鳥
羽
川
、
薄

川
の
河
川
の
維
持
工
事
や
改

良
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
維

持
工
事
で
は
治
水
上
影
響
の

あ
る
所
を
優
先
的
に
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
奈
良
井

川
は
治
水
上
の
影
響
よ
り
も
、

民
地
側
へ
の
倒
木
や
害
虫
に
よ

る
周
辺
住
民
へ
の
被
害
を
確
認

し
た
た
め
、
緊
急
的
に
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

見
通
し
が
よ
く
な
る
と
、
心

も
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
す
ね
。

伐採前 伐採後

街街かどの話題かどの話題  157157 見通しが良くなったぞ

月見橋下流右岸
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総人口
　（前年比
世帯数

19,804人
-125人）
9,681戸



方
向
に
水
が
湧
き
出
て
い
る
築
山

が
あ
る
。
池
の
水
が
、
あ
た
か
も

遠
く
の
山
か
ら
流
れ
て
来
た
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
▼
湧
き
出
た
水

は
、
す
ぐ
に
３
段
の
滝
と
な
る
。

深
山
幽
谷
の
景
観
で
、
夏
に
は
凉

を
感
じ
る
。
せ
せ
ら
ぎ
の
石
は
、

下
流
の
も
の
ほ
ど
小
さ
く
な
る
よ

う
に
配
置
さ
れ
、
自
然
の
川
を
思

わ
せ
る
。
ゆ
る
や
か
に
曲
が
る
と

こ
ろ
は
、
悠
々
と
行
く
大
河
の
よ

う
だ
。
流
れ
の
途
中
に
は
段
差
が

つ
く
ら
れ
て
い
て
、
水
音
を
楽
し

め
る
。
川
幅
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

流
れ
が
一
様
に
広
が
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
、
水
が
き
ら
め
き
、
洗
わ

れ
た
小
石
が
す
が
す
が
し
い
▼
橋

の
た
も
と
に
も
ど
り
池
を
見
渡
す
。

せ
せ
ら
ぎ
が
池
に
落
ち
る
付
近
に

宝
船
を
模
し
た
舟
石
が
あ
り
、
あ

ず
ま
屋
の
前
に
は
長
寿
を
願
う
亀

島
が
あ
る
。
亀
が
向
か
う
先
に
は
、

円
す
い
台
形
の
白
い
石
。
仙
人
が

住
み
、
不
老
長
寿
の
薬
が
あ
る
と

い
う
蓬
莱
山
だ
ろ
う
か
▼
時
折
、

鯉
の
跳
ね
る
音
が
聞
こ
え
て
、
あ

た
り
は
静
か
で
あ
る
。
池
の
周
り

の
多
く
の
石
が
、
諸
仏
の
よ
う
に

見
守
っ
て
い
る
。　
（
五
十
嵐
一
雄
）

　

あ
が
た
の
森
公
園
の

日
本
庭
園
は
、
心
が
安

ら
ぐ
庭
で
あ
る
▼
池
に

か
か
る
橋
か
ら
、
借
景

と
な
っ
て
い
る
美
ヶ
原

の
山
を
望
む
と
、
同
じ

雑感

　

鎌
田
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議

会
は
２
月
13
日
に
バ
ス
研
修
を
行

い
、
参
加
者
22
人
が
満
蒙
開
拓
平

和
記
念
館
（
阿
智
村
）
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

戦
前
、
中
国
東
北
部
に
は
旧
日

本
陸
軍
が
実
権
を
握
る
満
州
国
が

13
年
間
存
在
し
ま
し
た
。
満
蒙
開

拓
団
は
同
地
に
送
り
出
さ
れ
た

27
万
人
の
農
業
移
民
の
こ
と
で
す
。

世
界
恐
慌
下
で
困
窮
す
る
農
山
村

の
人
減
ら
し
と
、
軍
の
食
糧
増
産
、

警
備
を
に
な
う
国
策
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
長
野
県
、
特
に
下
伊

那
地
域
か
ら
の
参
加
は
多
く
、
阿

智
村
に
記
念
館
が
建
て
ら
れ
た
の

は
こ
う
し
た
背
景
に
よ
り
ま
す
。

　

館
内
で
は
満
蒙
開
拓
の
歴
史
を
、

時
系
列
で
テ
ー
マ
ご
と
に
写
真
や

映
像
、
ジ
オ
ラ
マ
、
葉
書
や
証
言

な
ど
の
多
彩
な
資
料
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
満
州
に
渡
っ
た
人
々
の

思
い
、
敗
戦
後
の
悲
惨
な
逃
避
行
、

残
留
孤
児
な
ど
戦
後
に
続
く
苦
労

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
中
高
生
も
県
内
外
か
ら
多
く

訪
れ
て
い
て
、
若
い
世
代
が
満
蒙

開
拓
の
歴
史
を
学
び
、
平
和
な
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
姿
に
希
望
を

も
ち
ま
し
た
。

　

帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
天
龍
峡
大

橋
は
車
道
の
下
に
遊
歩
道
が
付
け

ら
れ
て
い

て
、
高
さ

80
ｍ
か
ら

の
絶
景
を

楽
し
む
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

満蒙開拓平和記念館にて

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
と
天
龍
峡
大
橋
を
訪
ね
て

人
権
学
習
バ
ス
研
修

 
◆ 
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
「
民
生
委
員
」
は
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
自
ら
も
地
域

住
民
の
一
員
と
し
て
、
生
活
に
関

す
る
困
り
ご
と
の
相
談
や
支
援
を

必
要
と
す
る
方
と
行
政
機
関
と
の

パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。「
児

童
委
員
」
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
相

談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を

兼
ね
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
の
児

童
委
員
は
、
児
童
福
祉
を
専
門
的

に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
7
年
12
月
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
交
代
し
、
18
名
が
新

任
、
11
名
が
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
10
年
11
月
ま
で
の
3

年
間
で
す
。

 

◆ 

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　

非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
で
あ

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
医
療

や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
・
子
育
て

の
不
安
な
ど
の
相
談
を
受
け
た
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
児

童
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
活
動
を

幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

 

◆ 

地
域
の
み
な
さ
ま
へ

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

上
條　

美
紀	

（
中
条
南
・
中
条
町
）

　

☆
小
坂　

美
紀	（
井
川
城
中
区
）

　

☆
田
中　

英
子	（
井
川
城
中
区
）

　
　

牧
野　

浩
子	（
井
川
城
中
区
）

　

☆
長
島
由
利
子	（
井
川
城
下
区
）

　

☆
小
林　

明
美	（
鎌
田
）

　
　

荒
田
ま
ゆ
美	（
鎌
田
）

　
　

鎌
倉　

典
代	（
両
島
）

　
　

百
瀬　

恵
子	（
両
島
）

　

◎
牛
山　

喜
嗣	（
笹
部
）

　

☆
大
谷　

良
子	（
笹
部
）

　

☆
牛
山
加
代
子	（
笹
部
）

☆
〇
木
藤　

辰
男	（
征
矢
野
）

　

☆
木
藤
多
恵
子	（
征
矢
野
）

　

□
横
林
や
え
み	（
征
矢
野
）

　

☆
髙
山
眞
由
美	（
高
宮
）

　

〇
小
川　

直
子	（
高
宮
）

　

☆
伊
藤　

和
夫	（
高
宮
）

　

◇
原　
　

幸
江	（
高
宮
）

　

☆
嶋
口　

恭
子	（
石
芝
町
）

　

☆
下
田　

町
子	（
石
芝
町
）

　

☆
水
野　

建
二	

（
石
芝
東
・
昭
和
町
）

　

☆
保
坂
由
貴
子	（
月
見
町
）

　

□
砂
原
千
鶴
子	（
五
月
町
）

　

☆
丸
山　

正
幸	（
南
原
町
）

　

☆
竹
内　

君
江	（
南
原
町
）

　

☆
折
井
三
喜
江	（
南
原
町
）

　

▽
藤
田　

友
美	（
井
川
城
下
区
）

☆
▽
小
山　

智
子	（
笹
部
）

順
不
同
・
敬
称
略

◎
会
長 

〇
副
会
長 

◇
会
計

□
庶
務 

☆
新
任 

▽
主
任
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

　
　
　
　
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
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